
　　「浸水シミュレーション」の分析について

   ① 分析により判明した浸水箇所の要因検証および   

       対策手法を検討中。 

    ② 雨水整備必要区域を抽出し、整備区域の優先順 

    位を検討中。 

    ③ 既設雨水管へのバイパス管や増補管の設置など、 

    既存施設を活用した早期対策の手法を検討中。 

3. 現在検討中の事項 

2. 分析により判明 1. 浸水想定区域図（1時間あたり39ミリの降雨状況） 

 ※浸水シミュレーションの降雨条件  

① 帯広市の下水道計画降雨 

    （26ミリ/時間）  

   
② 既往最大降雨 

 （Ｈ27.8.11降雨 39ミリ/時間） 

    
③ 台風10号（Ｈ28.8.30）による降雨  

 （11ミリ/時間）   

 

※降雨条件③については、実際の状況  

 と同様、放流先である札内川のゲー  

 ト締め切りによる浸水状況を新たに 

 解析する。           

 ① 基本的に雨水未整備区域を重点的に整備してい 

   くが、その中に今回新たに判明した浸水区域を 

   含め、浸水深や範囲が大きい箇所を優先的に整  

   備・対策を進めていく。 

   ② 解析結果の市民周知については、降雨条件②   

  （39ミリ/時間）における「浸水想定区域図」を 

   広報紙に折込配布予定。  

 ③ 防災部局および道路管理者への情報提供を行い、 

   全庁的な連携による防災対策への活用を図る。  

  （土のうの設置・ポンプ排水等） 

  

4. 今後について 

今回新たに判明した浸水する可能性があるエリア（0.2m以上0.5m以下） 

追加 

   ① 当初、浸水想定箇所については、川沿いや窪地 

     など、局所的浸水箇所を想定していたが、分析 

   により、広範囲の浸水箇所が判明した。 

 ② 1時間あたり39ミリの集中豪雨時においても、 

    最大浸水深は、10cm以下の箇所が多い。  

 ③ シミュレーション分析結果と過去の道路冠水箇 

    所とは概ね一致している。 

 ④ 今回、新たに浸水する可能性がある4エリアが 

    判明した。（左記図面の赤丸箇所）                 
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